
はだの議会だより 平成24年（2012年）11月18日（日）第206号〘6〙

決
算
審
査
は

５
面
に
も
掲
載

（

）

決

算

審

査

◆次号の議会だより（2月中旬発行予定）は、12月定例会の概要などをお知らせします。

討　
　
　

論

▼
反
対
討
論

　

公
共
施
設
再
配
置
推
進
に
伴
う
事
業

は
、
新
た
な
市
民
負
担
を
課
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
新
東
名
高
速
道
路
建
設

に
伴
う
事
業
は
自
然
を
破
壊
し
、
市
民

の
健
康
を
害
す
る
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
る
法
人

市
民
税
や
個
人
市
民
税
の
減
収
、
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
加
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ

る
が
、
普
通
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策

債
で
不
足
す
る
財
源
を
補
い
な
が
ら
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
を
維

持
し
、
行
政
諸
課
題
に
適
確
に
応
え
た

こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
。

　

今
後
も
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
介
護
予
防
施

策
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
、
教
育
環
境

の
整
備
に
重
点
を
置
き
、
よ
り
一
層
の

行
革
推
進
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

企
業
会
計

水

道

事

業

水
需
要
の
見
込
み
と
対
策
に
つ
い
て

要
望
　
水
道
料
金
の
増
額
改
定
に
よ
り
、

４
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
が
、

耐
震
化
に
伴
う
設
備
投
資
な
ど
に
よ
り

事
業
経
営
は
一
段
と
厳
し
く
な
る
た
め
、

民
間
企
業
の
事
業
計
画
に
よ
る
水
需
要

を
把
握
し
、
黒
字
経
営
継
続
に
努
め
て

ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

水
道
料
金
に
消
費
税
を
課
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
地
下
水
利
用
事
業
者
に

対
し
、
応
分
の
協
力
金
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

問
　
疾
病
の
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
の

た
め
、
40
歳
以
上
74
歳
未
満
の
被
保
険

者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
が
、
事
業

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
　
受
診
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

事
業
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
た
め
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
保
健
指
導

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

資
格
証
の
交
付
、
収
入
の
な
い
人
へ

の
資
産
割
課
税
、
子
ど
も
へ
の
均
等
割

課
税
を
続
け
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

下
水
道
事
業

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

介
護
保
険
事
業

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
全
員
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
全
員
）

▼
反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
し
、
老
人

保
険
制
度
に
戻
す
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
を
抜
本
的
に
増
額
し
、
窓
口
負
担
の

無
償
化
や
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
べ
き

で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　
委
員
会
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

　
本
会
議
　
認
　
　
定
（
賛
成
多
数
）

第1回　議会報告会を開催しました！
◦11月10日（土）
　秦野商工会議所
　（多目的ホール）
◦11月14日（水）
秦野市保健福祉
センター
（第 4会議室）

　このたび、市議会では、議会として決定した内容や過程などを説明
し、広く市民の皆さまと意見交換をする目的で「第 1回議会報告会」
を開催しました。
　今回は、議会改革（議会基本条例の制定、議員定数の削減、議会報
告会開催の経過）などについて報告したほか、市民の皆さまと質疑お
よび意見交換を行いました。
　なお、議会報告会の概要につきましては、秦野市議会ホームページ、
次号の議会だよりに掲載する予定です。

＜９月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議案等番号 議　　　案　　　等　　　名 議決結果

議 案 第 26 号 秦野市防災会議条例の一部を改正することについて 原 案 可 決	
（ 賛成全員）

議 案 第 27 号 秦野市火災予防条例の一部を改正することについて 原 案 可 決	
（ 賛成全員）

議 案 第 28 号 秦野市なでしこ会館条例を廃止することについて 原 案 可 決	
（ 賛成多数）

議 案 第 29 号 平成23年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定	
（ 賛成多数）

議 案 第 30 号 平成23年度秦野市水道事業会計決算の認定について 認 　 　 定	
（ 賛成多数）

議 案 第 31 号 平成23年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定	
（ 賛成多数）

議 案 第 32 号 平成23年度秦野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定	
（ 賛成多数）

議 案 第 33 号 平成23年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定	
（ 賛成全員）

議 案 第 34 号 平成23年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認 　 　 定	
（ 賛成多数）

議 案 第 35 号 平成24年度秦野市一般会計補正予算（第1号）を定めることについて 原 案 可 決	
（ 賛成多数）

議 案 第 36 号 平成24年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第1号）を定めることにつ
いて

原 案 可 決	
（ 賛成全員）

議 案 第 37 号 平成24年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）を定めることに
ついて

原 案 可 決	
（ 賛成全員）

議 案 第 38 号 秦野市監査委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

議 案 第 39 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

議 案 第 40 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

議 案 第 41 号 秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同　　　 意
（賛成全員）

報 告 第 17 号 専決処分の報告について（秦野市災害対策本部条例の一部改正） 報　　　 告
報 告 第 18 号 平成23年度秦野市水道事業会計継続費精算報告書 報　　　 告
報 告 第 19 号 平成23年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　　 告
報 告 第 20 号 専決処分の報告について（薬剤散布事故に係る損害賠償） 報　　　 告

諮 問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答 申

委 員 会 提 出
議 案 第 ３ 号

神奈川県放課後子どもプラン推進事業費補助金について国庫補助基準と
同額の交付を求める意見書の提出について

原 案 可 決	
（ 賛成多数）

平24陳情第8号 峰の台自治会内の悪臭を悪臭防止法に定められている規制値以内に収め
るよう秦野市長に勧告を求める陳情 取り下げ承認

平24陳情第9号 神奈川県放課後子どもプラン推進事業の県費補助が国庫補助基準を下回ら
ないよう財政措置をすることについて、県に対し意見書提出を求める陳情

採 択
（賛成多数）

平24陳情第10号 平成25年度における重度障害者医療費助成制度継続についての陳情 採 択
（賛成全員）

平24陳情第11号 平成25年度における障がい児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支
援についての陳情

趣 旨 採 択
（賛成全員）

平24陳情第12号 浜岡原子力発電所の廃炉を検討するよう国に意見書の提出を求める陳情 趣 旨 採 択
（賛成多数）

平24陳情第13号 北東アジア非核地帯化促進のため、アメリカの核の傘からの脱却を促す意
見書を国に提出するよう求める陳情

不 採 択
（賛成少数）

平24陳情第14号 スポーツ広場の確保に関する陳情 趣 旨 採 択
（賛成全員）

平24陳情第15号 秦野市なでしこ会館の貸室を継続的に利用できるよう求める陳情 みなし不採択

平24陳情第16号 渋沢・峠地区の巨大霊園建設計画地の見直しを求める陳情 継 続 審 査

　
季
節
は
、
秋
か
ら
冬
の
変
わ
り
目
と

な
り
、
日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
定
例
会
で
は
、
正
副
議
長

選
挙
、
平
成
23
年
度
決
算
審
査
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
27
日
か
ら
は
次
の
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
議
会
報
告
会
も
開

催
し
、
活
気
を
増
し
た
議
会
の
場
へ
是

非
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
努
力
い

た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　平成24年12月定例会での
請願・陳情は、開会日から３
日目の11月29日（木）午後５
時までに提出されたものが対
象となります。
　書式例等は、秦野市議会ホ
ームページに掲載していま
す。なお、提出の際は、事前
に議会事務局（☎82−9652）
までご連絡をお願いします。

請願・陳情の提出について

議会を傍聴してみませんか！
　議会では、秦野市をより暮らしやすいまちとするため、さまざまな議論
が行われています。
　本会議当日、本庁舎５階の傍聴席入り口で、住所・氏名を記入するだけ
でどなたでも傍聴することができます。
　なお、委員会を傍聴される方は、当日４階議会事務局にお越しください。

………12月定例会日程………
	 11月27日（火）	 午 前 ９ 時	 本会議（開会・提案説明）
	 29日（木）	 〃	 本会議（議案審議）
	 	 	 ※請願・陳情提出期限（午後５時）
	 30日（金）	 〃	 本会議（一般質問）
	12月		3日（月）	 〃	 本会議（一般質問）
	 4日（火）	 〃	 本会議（一般質問）
	 5日（水）	 午前９時30分	 総務常任委員会
	 6日（木）	 〃	 文教福祉常任委員会
	 7日（金）	 〃	 環境産業常任委員会
	 10日（月）	 〃	 都市建設常任委員会
	 11日（火）	 〃	 議会運営委員会
	 12日（水）	 午 前 ９ 時	 議会活性化特別委員会
	 18日（火）	 午前９時30分	 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
※会議の日程および時刻は変更することがあります。

水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
　
施
設
整
備
計
画
の
初
年
度
の
取
り

組
み
と
し
て
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化
や

配
水
池
の
耐
震
診
断
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

特
に
管
路
で
漏
水
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

断
水
な
ど
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
が
、

維
持
管
理
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
平
成
22
年
度
ま
で
は
市
内
を
東
西

に
区
分
し
、
隔
年
で
漏
水
調
査
を
実
施

し
て
き
た
が
、
23
年
度
か
ら
は
毎
年
実

施
し
、
漏
水
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

下
水
道
使
用
料
へ
の
消
費
税
課
税
の

ほ
か
、
都
市
計
画
税
に
加
え
、
受
益
者

負
担
金
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
、
二

重
負
担
に
な
っ
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。


